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聴き合い、学び合うことをベースに、
資質・能力を育む

和泉市立信太小学校

なぜ取組みを進める必要があったのか（実態・背景）

●児童の語彙が少なく、思考を適切に伝え合うなどの表現力に課題があった。
●学校全体で、学び合いに焦点を当てて研修を進めてきたが、客観的な根拠が少なかった。

●「聴き合う・学び合う」関係性を授業でつくることをめざし、児童が「聴きたい」「考えたい」
と思える課題設定を工夫した。
●学習指導要領に基づき、既習事項を俯瞰しながら、単元全体を通してつけたい力を設定した。
●評価テスト・アンケートを実施し、根拠に基づく成果と課題の把握に努めた。

どのように取組みを進めたか（取組みの概要）

どのように変容したか（学校・保護者・地域等）

●ペア・グループで友だちの話を聴き、自分の考えを形成する姿が見られた。
●図や表現するための言葉を用いて、自分の考えを表現する児童が増えてきた。
●既習事項や他の単元とのつながりを考え、つけたい力に立ち戻りながら教材を研究
するようになった。

●保護者から、「児童の対話で授業をつくる良さ」「自分の考えを表現することの
大切さ」に関する肯定的な声を聞くようになった。
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１． 研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和元年度の取組み

（１）PDCAサイクル(Plan)

（２）PDCAサイクル(Do)

（３）PDCAサイクル（Check）

（４）PDCAサイクル（Action）

２．研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和２年度の取組み

（１）PDCAサイクル(Plan)

（２）PDCAサイクル(Do)

（３）単元のPDCAサイクル（６年生 分数のかけ算・わり算）

（４）まとめ・今後の見通し



１．研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和元年度の取組み

本校では、子ども一人ひとりの学びを保障するために、
「だれも孤立させない」「だれも見捨てない」を理念としてい
る。全教員が、ペアやグループで聴き合い、学び合う、対
話的な学びを基盤とする、わからないことを自分からたず
ねたり、わからないことに教員も児童も温かく寄り添ったり
する授業づくりを行っている。子どもたちが夢中になって聴
き合い、学び合うための「課題設定の工夫」にもこだわり、
子どもたちが自分事として切実感を持って取り組める課題
とはどのようなものなのかということについて研修を重ねてきた。

令和元年度は、学習の基盤となる資質・能力を「聴き
合う力」ととらえ、相手の思いを受けとめる「聴く」力、自分
の思いを語ることのできる「伝える」力を備えたコミュニケー
ション力を育成するため、研究主題を「聴き合い！響き合
い！育ち合い！～豊かに学び合う教室をめざして～」と
設定した。「子どもたちに学びをもたらす授業」を実現する
ために、日々の授業を相互に参観するとともに、
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（１）PDCAサイクル(Plan)

和泉市立信太小学校

年間６回の研究授業（大研）と一人１回の公開授業（小研）を行い、外部講師の助言も得ながら、PDCAサイクルを機
能させることにより、授業の改善を図ることとした。



Planとして、

事前に指導案を授業者、学年、
研修主任が参加し、検討することと
した。その際、新学習指導要領を
根拠に、単元を通して子どもにつけ
たい力をつけていくための系統立てを
行うとともに、単元を通して子どもに
つけたい力を身につけさせるために、
毎時間子どもに「つけたい力」を明
確にし、既習事項とのつながりを意
識しながら、教材研究、教材解釈
を行うこととした。

子どもたちが主体的に聴き合える
ような課題を設定するとともに、どの
場面で子どもが聴き合い、学び合う
機会を作るか、また、課題を通して
子どもに学ばせたいことを明確にする
ようにした。
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全教員が参加して事前研を実施した。事前研で、
本時の課題を全教員で実際に取り組むことにより、
単元の内容、子どもにつけたい力、子どもにつけたい
力をつけるための手だてとともに、授業を視る視点を
全教員で共有することができた。また、実際に取り組
むことにより、教材の魅力を教員で共有することもで
き、この学年を担当したときは、この課題をしてみたい
という教員も現れた。
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（２）PDCAサイクル(Do)



「子どもをみる力」を高めていくために、研究
授業では、必ず参観する教員が、予め決
まったグループを中心に授業を参観し、授業
の中で子どもたちがどのように学んでいたのか、
ペアやグループで学び合うことができていたか、
座席表に見取ったことを記入するようにした。
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ペア・グループで聴き合い、学び合う学習
を実施する中で、自分から友だちにわからな
いことを尋ねることができ、わからないというこ
とに、教員も子どもも温かく寄り添うことがで
きる授業をめざした。そのために、どのように
学ぶのか、「学び方」や「対話の仕方」（尋
ね方や反応の仕方）を具体的に子どもた
ちに示した。対話のイメージを子どもと共有
するために、ビデオで撮影したものを学級全
員で見て、良いところや気づいたことを交流
した。交流することによって、子どもたちは声
かけの仕方、適切な声の大きさ、自分から
尋ねるための声かけなど具体的に関わり方
が理解できた。

画像で具体的な姿を子どもと共有した



思考しながら主体的に「聴く」ための手立てとして「聴き方の達人」を職員で
共有した。「聴いたあと、感想や意見が言える」「聴いたあと、話について質問
する」など８つの項目を作り、聴くことを体系的に捉え、視覚化した。（右図）
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思考するときや、思考したことを表現するときに、思考を伝えるツールとして、
テープ図や数直線に表したり、具体物を操作しながら説明させたりするなど、
表現力を育むための指導法を全教員で共有した。子どもからも、自分の考
えを他の子に示しやすくなったという声が出てきた。（下図）

聴くことを体系的に捉え、視覚化



研究授業後、子どもの学びと育ちを語る会
（討議会）を行い、めざす姿の共有化を図
るとともに、つけたい力がついているか、子ども
の姿を通して交流した。意見を活発に出しや
すくすることを目的に、少人数のグループで意
見を交流した後に、全体交流を行った。

討議会をする中で、研究主題の「聴き合
い！響き合い！育ちあい！～豊かに学び合
う教室をめざして～」といっても、子どものどのよ
うな姿が「豊かに学んでいる」といえるのか、全
教員のイメージが一人ひとり違っていることがわ
かったので、どのような子どもの姿が良かったの
かを『授業デザイン→子どもをみる→めざす
子ども像の共有化』という一連の流れの中で、
教員同士の共有化を図った。

そして、「めざす子ども像」や「困り感のある子
どもへの手立て」をより具体化し、日々の授業
に返せるような場とした。
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（３）PDCAサイクル(Check)



全国学力・学習状況
調査の分析を実施した。
全国学力・学習状況調
査終了後、児童解答用
紙をコピーし、自校採点
を行い、全教員で、採点
した児童解答用紙を基
に分析を行った。

また、各学期末に社会
性測定用尺度や児童ア
ンケートを実施し、子ども
集団の意識の変化を分
析した。これらの分析を
通して「筋道を立てて思
考し、表現する力」が課
題であるということがわかっ
たので、課題を全教員で
共有するとともに視覚化
し、教員が常にその課題
を意識して取組みを進め
ることができるようにした。
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学習指導部において、研究授業で明らかになった成果や課題、今後の
方向性を話し合い、研究通信を発行し、研究通信を通して、全教員で
今後の方向性を共有するとともに、研究授業で明らかになった課題に正
対した取組みの紹介をした。

授業改善の視点を見取った課題を踏まえ、学校全体で次の①～③の
ように揃えた。

① 図解化や具体物の操作で思考する ⇒ 表現する
② ペアの確立
③ 子どもの声を聴く。子どもの疑問から出発する。根気よく声かけ。
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（４）PDCAサイクル(Action)

研修後の振り返りを
紙に書いて可視化する
ことで、各自の授業改
善に生かした



２．研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和２年度の取組み

令和元年度、「聴き合い！響き合い！育ち合い！ ～豊かに
学び合う教室をめざして～」というテーマで、ペアやグループ活動を
通し、相手の思い・考えを受け入れ、自分の思い・考えも伝える
心を育むための「聴き合う」活動を日々の授業の中に取り入れ、
学び合う授業を展開した。その結果、児童アンケートの結果から
も、ペア・グループでの対話を通した学び合いは浸透しつつあると
ともに、子ども同士のつながりが増え、自ら課題に取り組もうとする
主体性についても一定の成果が出始めてきた。しかし、同じく児
童アンケート並びに府の力だめしテストの結果から、子ども同士の
つながりは増えても、相手にわかりやすく自分の考えを表現するこ
とにはまだ課題が残ることがわかった。そのため今年度は、研究
テーマを「夢中で学ぶ子 ～学び合いを通して、自ら表現しようと
する子を育む授業づくり～」と設定した。
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（１）PDCAサイクル(Plan)
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また、設定した研究主題に向かって、

〇語彙力を育むこと

〇言葉を捉える力を育むこと

〇思考・表現する際に図解化し、思考の視覚化をめざすこと

の３つの視点をもとに、自分の考えを相手に表現するための授業改善を進めることとした。

大阪府力だめしテストから
課題を把握



新型コロナウイルス感染防止に努めな
がら、１学期に６年生の分数の単元で
研究授業を実施した。子どもたちが数
直線を使って説明しようとする姿を見る
ことができたが、研究授業後の研究討
議を通して、数直線を使って数量関係
を把握し、計算方法を説明する表現力
にはまだ課題が見られたので、下の学年
からその力を磨いていく必要があるという
共通認識が教員の中にでき、早速、今
年の５年生の小数のわり算・かけ算の
際に、同じように数直線を使って子ども
同士が説明することに取り組んだ。
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（２）PDCAサイクル(Do)

今年度は、つけたい力がついた子どもの姿を全教員が共有し、「何ができ
るようになったのか」「どんな力がついたのか」を的確に見取るための単元末
評価テスト・単元末アンケートを作成・実施することにより、客観的なデータ
を活用して、成果の見取りを行い、単元ごとにPDCAサイクルを回すことが
できるよう取り組んでいる。また、つけたい力がついたかどうか評価するための
評価規準・判断基準を指導案に明記している。
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また、年度当初に単元配列表の見直しを実施した。昨年度は内容で
各教科をつなごうとしたが、今年度は資質・能力でつないでいくことにし、
表現力に焦点を絞って構成することができた。子どもの表現力を育むた
めに、子どもが振り返りに記入したコメントを全教室で張り出すことにより、
それを見た他の子どももいろいろな表現を使えるようにしている。さらに校
内に他学年の振り返りを張り出すスペースを設けることにより、違う学年
の子どもの表現も参考にできるようにしている。

家庭でも同じ声かけをして、同じ視点で子どもたちを見てもらうために、
授業づくりやめざす子どもの姿を通信で発行した。



Plan

単元を実施する前に、本校の研究テーマ「夢中で学ぶ子～学び合いを通して、
自ら表現しようとする子を育む授業づくり～」を、算数科の中で実現していくため
に、学習指導要領に基づき、既習事項を俯瞰しながら、６年生の教員で話し
合った。題意を読み取り、数直線を書くことのできる児童は増えたが、そこから立
式することができない児童もいる実態を踏まえ、単元を通して子どもにつけたい力
を次のように明確にした。
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（３）単元のPDCAサイクル（６年生 分数のかけ算・わり算）

＜つけたい力＞
・「今まで習ったことをもとに、計算の仕方を考える力」
・「図や式、言葉などを用いて考えたり、表現する力」

その後、つけたい力を身につけた子どもの姿を具体的にイメージするために、
各教員がイメージする、つけたい力を身につけた子どもの姿を話し合った結果

・問題に粘り強く向き合い、自分の考えだけでは満足せず、友だちの言葉や考え
を大事にして、友だちがどう考えているのかを理解しようとする姿

・分からなくても、友だちの考えを聞いて、何とか理解しようと向き合う姿
・なんでそうなったのか、疑問を追求できる姿

という姿が、つけたい力を身につけた子どもの姿であるという共通理解を６年生の
教員で図ることができた。



Do

単元を通してつけたい力を子どもたち
につけるために、面積図や数直線を
使って、思考、表現することに取り組ん
だ。その結果、問題を提示すると、子ど
も達から「図で表していいですか？」と
声が出るようになり、お互いに自分の
考えをクラスメートに説明するときに、ほ
とんどの子どもが図を使って表現するよ
うになった。振り返りには、子どもたちが
面積図を根拠にしながら、友だちの考
えたことをメモし、論理的に自分の考え
を記入していた。
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Check

つけたい力が本当に子どもの身につい
たのかを見取るために、単元末評価テ
ストと授業終わりアンケートを作成・実
施した。単元末評価テストは思考・判
断・表現が見取ることができる内容とし、
授業終わりアンケートは子どもがイメー
ジできる言葉で設問を作成した。

成果・課題としては、次のようなことが
挙げられる。
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＜成果＞

・ノートをめくり、既習事項を生かそうと調
べている姿がたくさん見られた。

・立式の根拠を説明する時に、既習事
項等をもとに表現する姿が見られた。

・ペアでの対話で、図を指し示しながら説
明する姿が見られた。

・「なぜ逆数でかけるの」と、根拠を知りた
い気持ちが感じられた。（次ページへ続く）
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＜成果＞

・単元を通して計画し、どこを大切に押さえていくか、単元づくりを共有できた。

・学校全体で数直線の描き方や説明する時の言葉を共有できた。

・Planで評価テストや単元末アンケートを作成したことで、ゴールが明確になった。

・具体的に子どもの課題を見取ることができ、教員の指導方法の改善を図ること
ができた。

・子ども自身が自分の成果や課題を自認し、次の学習へつなげることができた。

＜課題＞

・言葉で考えを伝えることに課題が見られた。

・表現力を育むためには、算数だけでなく国語を中心とした計画的な指導が必要。
教科の枠を超えて研究を進めていく必要がある。
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Action①

上記の成果と課題を踏まえ、教科の系統性を考えて、
今年度に見取った成果と課題を生かせる単元の場合は、
下学年の授業改善へとつなげ、下学年は、今年度はす
でに実施済みの単元の場合は、来年度の改善プランを
作成し、保存している。

例えば、６年生の分数のかけ算・わり算の単元での成
果と課題を受けて、下学年の授業改善に次のように取
り組んだ。

５年生「小数のかけ算・わり算」
５年生では、分数のかけ算・わり算につながる小数のかけ算・
わり算の単元において、計算の仕方を、図や式、ことばなどで考
え、説明する力を育てるために、言葉や図で自分の考えを伝え
る活動を取り入れた。その結果、次のように、子どもたちが自分
の考えを図や言葉を使って説明する様子が見られるようになっ
た。

＜子どものアンケート結果＞ 肯定的回答

図や式、言葉を用いて、ねばり強く考えようとしましたか。 90.7%
図や式、言葉を用いて考え、説明（表現）することができましたか。 80.0%

主体的に学びに向き合い、考えを気軽に表現するために
モクモク力と称した「ふきだし」を活用させた。疑問や気づきを
ふきだしに書くことで、振り返りを書くときのヒントにもなった。

『2.4から1にもどるには÷2.4するから』と、わり算になる
理由を言語化している。

６年【分数のわり算】でつまずきのあった、数直線から演算
決定し、説明する力を５年生で高めた。
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子どもたちが、図や言葉を使って自分
の考えを表現できるようになってきたが、
いつまでも「いくつ分」の考えから抜け
出せず、「小数倍」への拡張に時間
がかかり、「８０円の２つ分」は言え
ても、「８０円の２．３こ分」と言え
ずに困っている子どももいた。

倍の概念をもとに「何倍」を意識して
立式することが難しい子どももいたの
で、倍の概念が登場する２年生から
の系統的な指導が必要だと考えた。

演算決定の理由を数直線を指で押さえ
ながら説明できるようになってきた。
根拠を示しながら表現する力をつけた。
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Action②

２年生「かけ算」
５年生での取組みの成果と課題を踏まえ、数のまとまりに着目し、
そのまとまりがいくつ分あるのかを図や式、言葉で表現する力を育成す
るために、２年生のかけ算の単元において、５年生につながっていくよ
うに、問題場面を図に表し、かけ算の意味を丁寧に確認した。

事前に、学年団で単元構成を話し合い、実際の授業につなげた。

【事前の学年団での話し合いの際に出た意見】
・「２とび」で数える子どもが多い。
・数のまとまりに着目はしているが、数えるときは「２とび」や
「１ずつ」で数える。
・人数を確定したあと、「数え方」に着目させたい。
ただし、発問が難しい・・・「どうやって数えた？」「どう数えたら便利？」

「他の数え方は？」などの意見が出た。

⇓
【話し合った結果取り組んだ、改善点】
・まとまりを意識させるために、まとまりを囲む活動を取り入れた。
・まとまりに着目したあと、「〇人ずつが△台分」のような表現を
子どもたちができるように声かけをした。

つけたい力を評価テストで見取る

さんすうのじゅぎょうが楽しく
なってきて一日一かいはさん
すうのじゅぎょうがあるからうれ
しくなった。それから先生に
「図かいてるやん。」と言われ
たことがうれしかった。

しかも３×５のもんだいを作
りましょうは、むずかしかったけ
ど楽しかった。また３年生に
なってもこのさんすうをやりたい
と思いました。そして「こんなに
かけるだなんてすごいなぁ
～」って自分でも思った。

子どもたちのふり返り より
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Action③

５年生「割合」
割合を比べるときに、２つの数量の関係を数直線や式に表し考
える力を子どもたちに育てるために、教科の見方・考え方を意識し、
国語科で学習したことを意識しながら表現することに取り組んだ。

子どもたちのふり返り より

思考のきっかけや、表現する際の手が
かりとなるよう、子どもたちが働かせた
「見方・考え方」を顕在化・可視化し
た。そのことで、子どもが見方・考え方
を自覚して使えるようになってきた。

数直線に矢印や□を書き込んで、立式
する力がついてきた。また、言葉で考えを
伝える力も高まってきた。

評価テストにおいても、
図や算数の言葉を用いながら、
自分の考えを表現するようになった。
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学校全体で取組みを進めた結果、＜教員アンケート＞について、
右表の項目で高い割合で肯定的回答を得た。

学校全体で年間カリキュラム・単元計画シートを作成し取組みを進めたことで、教員が見通しを持つことができ、学習したことが他の学年と
どのように関係するのか（各学年でのかけ算、わり算、割合、図の描かせ方）等の話し合いが増え、縦の系統性を意識するようになった。そ
の結果、次の単元や他教科との関連も意識しながら授業を進めることができた。また、表現力に焦点を当てたことで、思考力や判断力を見
取りやすくなり、教員にとっても、子どもについた力がわかりやすくなった。

また、下記のような子どもの姿を見ることが増えた。
・ノートを振り返りながら、既習事項をもとに考える力がついてきた。
・順序立てて説明したり、事例を挙げたりしながら説明する力、文末表現を意識して書いたりする力がついてきた。
・図や式、ことばを使い、根拠を示しながら、考えを説明（表現）する力がついてきた。
・図解化するからこそ、出てきた数字の意味を捉えられるようになってきた。
・「ふりかえりに自分の考えを書ける」「○○な力がついた」と自覚する子どもが増えた。

その結果、学校教育自己診断の「学校は子どもの学力が定着するよう工夫している」という質問項目において

昨年度74.0％ ⇒ 今年度86.4％

というように数値が上昇し、保護者にも学校の取組みについての理解が進んだと考えられる。

＜教員アンケート結果＞ 肯定的回答

校内研究の必要性の理解や課題・学力向上の方策について
同僚と共有し取組みにあたってきたと思う。 100%

自校の研究主題を意識して授業づくりを行ったと思う。 90.9%

（４）まとめ・今後の見通し



・見方・考え方を系統立てて、「〇年でもそう考えたから、いけるはずだ」と統合的に思考することで、内容面での統合だ
けでなく、思考面での統合が期待されるため、見方・考え方が働いた場面で子どもたちから出てきた言葉を教室に掲示
した。それにより、子どもたちの思考・表現のきっかけにすることができたので、取組みを続けていくとともに、来年度は、各
学年・各単元で働かせたい見方・考え方を整理し、見方・考え方をベースにした評価規準や課題の作成に取り組む。

・子どもたちの思考が停滞したり、表面的な理解に留まっている時に、見方・考え方を引き出しつつ、思考を促し、対話
のポイントをつくるための、問い返し発問の研究を進めていく。

・子どもたちが感覚的に紡ぎだす「見方・考え方」が働いた言葉をピックアップして価値づけ、算数で培う表現力を更に
高めていきたい。

・全教科を通じて、子どもにつけたい力を育成していくために、教科横断的な取組みをさらに進めるとともに、評価方法
の充実を図る。
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今後の見通し

２．研究授業を行う際のPDCAサイクルの構築 令和２年度の取組み 和泉市立信太小学校


